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被保険者アンケート調査について 

 

 

 

【ジェネリック医薬品の調査】 

※１ ジェネリック医薬品とは 

先発医薬品と同一の有効成分を同一量含む製剤であり、後発医薬品とも呼ばれていま

す。先発医薬品と用法・用量、効能・効果が原則的に同一で、効き目も同等です。先発

医薬品の有効性・安全性が再審査され、特許が切れた後に発売されます。そのため、研

究、開発に要する費用が少なくて済み、その価格（薬価）は、一般に先発医薬品より安

く設定されています。 

※２ 先発医薬品とは 

新規成分で、新しい効能・効果等を有し、基礎的試験、臨床試験を経て、国に承認さ

れた医薬品です。研究、開発に多大な時間と労力を要し、新規性や画期性、外国での価

格等を考慮して薬価が設定されます。特許に基づき、発売後１０年程度は独占的に販売

されます。なお、先発医薬品もジェネリック医薬品も病院や保険薬局で調剤される医療

用医薬品です。 

【アンケートの注意事項】 

・別添の回答票（マークシート）を提出してください。 

・この質問用紙は提出する必要はありません。 

【回答票（マークシート）の記入方法】 

・該当する数字の[   ]を黒鉛筆、黒ボールペン等で必ず黒く塗りつぶしてください。 

記入例：良い例 [__1__]、悪い例 [  1  ][  ①  ][  ● ][  1  ] 

・機械で集計しますので、回答票はできるだけ汚さないようにお願いします。 

・他の設問、他の選択肢の[    ]の枠などにマークが重ならないようにお願いします。 

【調査の目的】 

現在、我が国においては、ジェネリック医薬品（※１）の使用割合を引き上げる 

ための施策を講じておりますが、各種調査によるとその普及はなかなか進んでいま

せん。ジェネリック医薬品は、先発医薬品（※２）と効果が同じでありながら、一

般に価格（薬価）が安く設定されています。そのため、普及が進めば、医療の質を

維持しつつも医療費にかかる患者負担の軽減が期待でき、国全体の医療費の伸びも

抑制できるといわれています。 

このため、本県においては、平成 19年にジェネリック医薬品の使用を促進するた

めの協議会を立ち上げ、様々な課題を検討し、県独自の方策を進めてきました。 

ジェネリック医薬品の使用を今後さらに促進するため、県ではジェネリック医薬 

品を利用する側である皆さんの意識、考えを把握することが大変重要であると考え

ております。つきましては、皆さんのご意見をお聴かせいただき、今後事業を進め

ていく上での参考とさせていただきたいと思います。 

         （福岡県保健医療介護部 薬務課） 
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問１》あなたの住まれている地区を次の中から１つだけ選び、別添の回答票の番号の

[   ]を黒く塗りつぶしてください。 

 

  １ 北九州地区 

  ２ 福岡地区 

  ３ 筑豊地区 

  ４ 筑後地区 

 

問２》あなたの年齢層を次の中から１つだけ選び、別添の回答票の番号の[  ]を黒く

塗りつぶしてください。 

 

  １ ２０代以下 

  ２ ３０代 

  ３ ４０代 

  ４ ５０代 

  ５ ６０代 

  ６ ７０代以上 

 

問３》あなたは、ジェネリック医薬品を知っていますか。次の中から１つだけ選び、 

別添の回答票の番号の[   ]を黒く塗りつぶしてください。 

 

  １ よく知っている 

  ２ 大体知っている 

  ３ 言葉だけは知っている（聞いたことがある） 

  ４ 知らなかった 

 

問４》あなたは、医療機関からジェネリック医薬品を処方されたことがありますか。

次の中から１つだけ選び、別添の回答票の番号の[  ]を黒く塗りつぶしてくださ

い。 

 

 １ ジェネリック医薬品を処方されたことがある 

  ２ ジェネリック医薬品を処方されたことがない 

  ３ ジェネリック医薬品を処方されたかどうか分からない 

  ４ 医療機関から薬を処方されたことがない 

 

問５》（問４で「１」と回答された方にお尋ねします） 

ジェネリック医薬品の処方または調剤を誰に頼みましたか。次の中から該当す

るもの１つだけ選び、別添の回答票の番号の[  ]を黒く塗りつぶしてください。 

 

 １ 医師 

  ２ 薬剤師 

  ３ 自分から頼んでいないが、医師がジェネリック医薬品を勧めてくれた 

  ４ 自分から頼んでいないが、薬剤師がジェネリック医薬品を勧めてくれた 
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問６》あなたは、先発医薬品とジェネリック医薬品のどちらでも処方してもらえる場

合、どちらを希望しますか。次の中から１つだけ選び、別添の回答票の番号の

[   ]を黒く塗りつぶしてください。 

 

１ ジェネリック医薬品の処方を希望する。 

２ ジェネリック医薬品の処方を希望せず、先発医薬品の処方を希望する。 

３ どちらでも良い（医師、薬剤師の判断に任せる） 

４ その時にならないと分からない（効果や支払金額等について説明を受けて

から決める） 

 

問７》（問６で「２」と回答された方にお尋ねします） 

   ジェネリック医薬品の処方を希望しない最も大きな理由は何ですか。次の中か

ら該当するものを１つだけ選び、別添の回答票の番号の[  ]を黒く塗りつぶして

ください。 

 

 １ 医師または薬剤師がジェネリック医薬品を勧めないから 

  ２ 家族、友人等がジェネリック医薬品を勧めないから 

  ３ 期待するほど支払金額が安くならないから 

  ４ 以前、利用したが、自分に合わなかったから（味、大きさ、使用感など） 

  ５ 効果や安全性等に対して不安があるから 

  ６ その他 

 

【お薬手帳に関する調査】 

※ お薬手帳とは 

あなたに処方された「お薬の名前」「飲む量」「飲み方」「注意すること」などを記

録するための手帳です。 

この記録があると、医師・歯科医師や薬剤師が、どのような薬をどのくらいの期

間使用しているか等を判断できます。また、かかりつけとは違う病院・薬局に行っ

たときでも、この手帳を医師・歯科医師、薬剤師に見せることで、同じお薬が重な

っていないか、不都合な飲み合わせにはならないかなど、お薬を処方する上で参考

になります。 

お薬手帳を活用することで、切れ目無い薬物治療が可能となり、ジェネリック医

薬品の使用の促進にも役立つと考えられています。 

 

問８》あなたは「お薬手帳」を持っていますか。次の中から１つだけ選び、別添の回

答票の番号の[  ]を黒く塗りつぶしてください。 

 

 １ 「お薬手帳」を１冊持っており、受診時に利用している 

 ２ 「お薬手帳」を１冊持っているが、使い方がよく分からない 

 ３ 「お薬手帳」は複数持っている 

 ４ 「お薬手帳」は持っていない 

５ 「お薬手帳」については知らなかった 
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問９》（問８で「２」若しくは「３」と回答された方にお尋ねします） 

あなたは「お薬手帳」の活用方法について薬局で説明を受けていますか。次の

中から１つだけ選び、別添の回答票の番号の[  ]を黒く塗りつぶしてください。 

   

 １ かなり説明を受けている 

 ２ あまり説明を受けていない 

 ３ 全く説明を受けたことはない 

 ４ 説明を受けたが、理解できない 

 

問 10》（問８で「３」と回答された方にお尋ねします） 

「お薬手帳」を複数持っている理由を次の中から１つだけ選び、別添の回答票

の番号の[  ]を黒く塗りつぶしてください。 

 

 １ 他の医療機関に服用している医薬品を知られたくないから 

 ２ 医療機関毎に自分で管理しているから 

 ３ 忘れた際に薬局が「お薬手帳」を発行してくれるから 

 ４ その他 

 

問 11》「お薬手帳」を医療機関から提示を求められますか。次の中から１つだけ選び、

別添の回答票の番号の[  ]を黒く塗りつぶしてください。 

 

 １ 受診時に必ず提示を求められる 

 ２ 受診時に時々提示を求められる 

 ３ 受診時に提示を求められたことはない 

 

問 12》ジェネリック医薬品やお薬手帳に対する御意見等ありましたら、別添の回答票

に御記入ください。 

 

 

御回答ありがとうございました。 


